
 
 

極限解析による劣化RC 部材の耐力評価に関する研究委員会【継続】 
(1) 活動期間 

令和2 年4 月～令和4 年3 月 
(2) 活動経過 

令和2年度は，既設道路橋より採取した撤去床版から作製したRCはりに関する材料試

験および構造実験を行った。また，極限解析の上界定理に基づき，表層に脆弱部を有する

RC棒部材の終局モーメントを解析的に求める力学モデルについて議論した。 
(3) 活動成果・活動報告 

構造実験の結果，部材内部におけるひび割れの発生や鉄筋の腐食が認められ，はり状に

成形した試験体の曲げ耐力は，同部材から採取したコンクリートや鉄筋の材料試験結果を

入力値とした計算値を僅かに下回る結果となった。また，経年劣化によるひび割れを有す

るRC部材では，既存のひび割れが開口，進展，連結して破壊に至るなど，健全な状態と

は破壊挙動が異なることが明らかになった。この成果を取りまとめた論文を，日本コンク

リート工学会年次論文集へ投稿した。 
 また，極限解析の上界定理を用いて，表層に脆弱部を有するRC棒部材に対し，実験結

果の回帰式等を用いず，軸力と終局モーメントの相関曲線を解析的に得られる力学モデル

を構築した。この力学モデルは，既往の実験結果や，撤去床版から作製したRCはりの実

験結果ともよく適合することが明らかになっている。令和3年度は，この知見を取りまと

め，土木学会論文集等への投稿を予定している。また，極限解析による耐力評価と断面分

割法や有限要素解析等の耐力評価との比較を行い，それぞれの適用範囲等に関する検討を

行う予定である。 
(4) 委員会の構成 
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